
１　ＰＬＡＮ（目的・概要）

２　ＤＯ（実施）

事業費

人員 正規職員

　 嘱託職員

　 人件費相当額

事業費・人件費の合計

３　ＣＨＥＣＫ（検証） →予算ベース

４　ＡＣＴＩＯＮ（取組）　
事務事業の方向性

※関係者間調整が整わ
ず、現在の進捗状況に合
わせて、目標年度を21年
度から23年度に修正変更
しました。

その他特記事項現状の「見える化」

達成率（％）

拡大

・実施したシミュレーション結果から実施効果は高いと考えられます。よって、必要な
事務事業です。

・今後プランの策定に当たっては、コストを下げる余地はないが、事業の実施に当
たっては関係部署と調整を行い、事業費の削減に努める必要があります。

○
維持

着実な事業進捗を図るため、引き続き名古屋市と調整を進めていきます。

都心と港を結ぶ中川運河の水質改善は、ニーズの高い事業であり、
名古屋市と調整し、着実に進展させる必要があるため。

　　　　　今後の取組内容
　　　　　　・改善策
　　　　　　・スケジュールの建て直し等

判断の理由

縮小
縮小

連携担当課

維持 拡大

コスト

25

取組の方向性 （「継続」・「延伸」事業のみ）

成
果

有 ・ 無

100.0 100.0

単位 目標

有 ・ 無

担当課
企画調整室
環境担当課長

05人と自然にやさしい港湾環境づくり

37.5

H21年度：モニタリング調査
H22年度：中川運河水循環プランの策定・事業化に向けて、プラン(案)のオーソライズを得るために、関係者との調整を進め
ていきます。

実施義務

052-654-7819

中川運河（堀止地区等）の水環境改善のための計画策定と事業化に向けた調整をし
ます。

中川運河（堀止地区等）の水環境改善計画を策定し、事業化につなげます。 事業期間

根拠法令
・要綱等

        　有          無

平成19～23
※

年度
※「その他特記事項」参照

（企画調整室）
計画担当、事業担当

有 ・ 無

実績

達成率（％）

100.0

実績 25

有 ・ 無

課題の有無

有 ・ 無

有 ・ 無

有 ・ 無

有 ・ 無

5,003

6.3

進捗率は実施工程数で管理されているので、実施について
も、協議回数ではなく工程で管理することとする。
以下における実施工程数を合計します。①現況把握、②課題
整理、③プラン案作成、④施策効果の検証、⑤関係部署等へ
の報告及び意見収集、⑥モニタリング調査の実施、⑦プラン案
精査、⑧関係部署等との協議及びプランの策定

37.5 （累計）100

最終目標 23

7,000

最終目標 23

1.00 0.57

個別施策名

実績

0.5

工程

目標 3単位

概要

目的

事務事業名

基本施策名

22

04中川運河（堀止地区等）水環境改善計画の策定

17良好な港湾空間を維持・創出する

千円

人 0.10 1.20

8,295

組合関与の必要性

策定進捗率

成果指標

観点

活動指標 21年度

事業化への進捗管理
2

19 20

3

単位

（累計）8

25

2 2

2

20 21

10,524 8,582

15,582

決算ベース（Ｈ21は見込）←

効
率
性

有
効
性

必
要
性

経済性

受益者負担の適正性

実施主体の妥当性

内容の妥当性

利用者などの
対象者ニーズ

成果の達成度

人

年度

25

％

18,819

869

単位 目標

千円

19

コード

4-05-17-04
4環境にやさしい港

平成22年度　事務事業シート

政策名

連絡先

869

21年度の実施内容
【及び22年度の実施予定】

千円

目的・水準の妥当性

単位 目標

実績

備考（指標の算定方法など）22

5,003

計画の策定と事業化につなげるまでに必要な作業
工程のうち、実施した工程の割合を算出します。

備考（指標の算定方法など）

建設整備事業一般事務事業 建設整備事業一般事務事業 建設整備事業一般事務事業
計画化 事業化 事業 管理

事務事業の段階

継続

延伸

22年度で終了

休廃止

✔

✔

✔


	一般事務事業

